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■会議内容 

1. 研究 1（Nomogram study） 

（1） 進捗状況について 

主解析論文の一つである『Treatment decision for locally resected T1 colorectal 

carcinoma – Verification of the Japanese guideline criteria for additional surgery based on 

long-term clinical outcomes』が Am J Gastroenterol 誌に accept されたことと、２つの

副次的解析論文が Gastroenterology 誌と Annals of Surgery 誌に掲載されたことが報

告された。 

◆ Minamide T. et al. Impact of lesion location on recurrence after resection of T1 

colorectal cancer: post-hoc analysis of a nationwide multicenter cohort study. 

Gastroenterology 2024;166(1):198-201.  

◆ Ouchi A. et al. How Does Omitting Additional Surgery after Local Excision Affect the 

Prognostic Outcome of Patients with High-risk T1 Colorectal Cancer? Annals of Surgery 

2024;279(2):290-296. 

 その他の副次的解析について、各担当委員より進捗状況が報告された。 

 

（2） Nomogram の公開について 

 金光委員より、大腸癌研究会のホームページで公開する T1 大腸癌のリンパ節転移

リスクの評価に用いる nomogram のβ版が紹介され、用語等の修正等を加えた上

で、公開を開始することが確認された。 



 

（3） その他 

事務局より、リンパ節転移リスクが皆無であるにもかかわらず再発を来した症例

について、別途研究計画書を作成し、IRB 承認を得たうえで病理所見等を検討するこ

とが連絡された。 

 

2. 研究 2（F1 study） 

（1） 進捗状況について 

事務局より本邦の T1 大腸癌 1000 例分のデジタルスライドデータのうち、約 8 割

について病理所見評価を完了したことが報告された。 

（2） 副次的解析について 

現在計画されている 5 つの副次的解析を開始することがアナウンスされた。 


